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研究成果の概要（和文）：人間の対人行動の脳基盤を明らかにすることを目的に、会話の最中の

脳機能を近赤外線スペクトロスコピィ NIRS を用いて検討した。会話に伴って前頭・側頭の賦

活を認め、健常者における賦活は NEO-PI-R で評価した性格傾向の協調性が高いほど前頭部で

小さく、AQ で評価した自閉症傾向が強いほど左側頭部で小さかった。統合失調症における賦

活は、陰性症状が強いほど小さかった。このように、性格傾向や精神疾患の脳基盤を対人行動

の最中のデータとして検討する方法論を確立することができた。 

 

研究成果の概要（英文）：Brain substrates of social behavior were investigated using near-infrared 

spectroscopy (NIRS) just during the conversation. Frontal and temporal activations during the 

conversation were correlated positively with cooperativeness assessed with the NEO-PI-R and 

negatively with autistic trait assessed with the autism quotient (AQ) in healthy subjects, and were also 

negatively correlated with negative symptoms assessed with the PANSS in schizophrenia patients. These 

results demonstrate successful establishment of functional neuroimaging examination just during social 

behaviors, which can be called as “in situ neuroimaging”.   
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１．研究開始当初の背景 

 

多くの精神疾患において、病因・病態・臨

床症状のいずれにおいても対人関係が重要

な位置を占める。対人関係は、相手の意図や

感情についての認知（｢社会的認知｣＝入力過

程）と、認知にもとづく行動（｢対人行動｣＝

出力過程）の、2 つの過程に分かれる。精神

疾患では、この両者に障害があり、日常生活

や社会生活における障害の主要な原因とな
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っている。 

 従来、対人関係の脳基盤についての研究は、

おもに入力過程である社会的認知について

行われてきており、出力過程である対人行動

についての脳研究は乏しい。また入力過程で

ある社会的認知についての研究も、日常とは

異なる状況での検討しか行なわれていない。

これは、fMRI・SPECT・PET いずれの方法論

でも、検査中の被検者が仰臥位でガントリー

に頭を固定され無動の状態を保たなければ

ならないという不自然な姿勢と状態を保た

なければならない ためである。 

 

２．研究の目的 

 

精神疾患において重要な対人関係につい

ての従来の研究は、入力過程である社会的認

知についてのものがほとんどである。これは、

出力過程である対人行動について検討でき

る脳機能画像法が存在しなかったためであ

る。そこで本研究では、座位で手の動作や会

話を行ないながら自然な状態で脳機能が測

定できるという近赤外線スペクトロスコピ

ィ near-infrared spectroscopy (NIRS) の利点を

生かし、実際に対人行動を行なっている最中

の（in situ）脳機能画像検査法を確立し、そ

れを精神疾患における対人行動障害の基盤

をなす脳機能障害の解明とその改善に応用

することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

研究は 3 年間計画で行った。第 1 年度は、

それまでに実施してきた予備的な検討の結

果をもとに、NIRS に適した対人行動の標準

的課題の確立をめざした。第 2 年度は、健常

者を対象として第 1 年度に確立した課題を用

いた検査を行い、そこで得られるデータと臨

床的な指標の関連を検討した。第 3 年度は、

統合失調症を始めとする精神疾患患者を対

象として NIRS 検査を実施し、精神疾患にお

ける対人行動特徴と脳機能の関連を検討し

た。 

 

４．研究成果 

 

(1)健常者を対象とした検討 

初対面の検査者との会話のやりとりを 15

秒交代で 180 秒間行なう課題の最中の脳活動

を NIRS で検討した（Suda ら 2010）。対人関

係のひとつの典型としての会話の脳基盤を

検討する試みである。 

 

①性格傾向との関連についての検討（TCI） 

健常者においては、会話の 180 秒間に応じ

て前頭極を中心とした酸素化ヘモグロビン

（oxy-Hb）濃度の全体的な賦活を認め、さら

に発話相に増加し聴取相に減少する賦活が

それに重畳したる。こうした前頭葉賦活には

個人差があり、the Temperament and Character 

Inventory (TCI) で 評 価 し た 協 調 性

cooperativeness が低い被検者ほど賦活が大き

かった。性格としての協調性が低い被検者は、

初対面の相手との会話に努力を要したこと

を反映した結果と考えられた。この差は、自

我機能との関連が指摘されている前頭葉内

側面に近い正中のチャンネルで顕著であっ

た。 

 

②対人関係との関連についての検討（AQ） 

Autism-spectrum Quotient を用いて評価した

自閉症的な傾向（AQ 得点）は左上側頭溝付

近のチャンネルの脳賦活と負の相関を示し、

相関は男性の被検者でより顕著であった。こ

の結果は、対人関係を苦手とする（AQ 得点

が高い）な被検者では、社会性脳領域のひと

つである左上側頭溝付近が担う他者の視線

や表情についての処理が不良であることを



 

 

反映する所見と推測できた（Suda ら 2011）。 

 
 

(2) 統合失調症を対象とした検討 

 この会話課題を用いて、統合失調症（男性

20 例・女性 11 例，35.1±12.4 歳，罹病期間

11.2±8.7 年）を対象として、年齢・性別を合

致させた健常者と比較すると、会話による脳

機能の賦活は背外側前頭前野においては健

常者と差を認めず、腹外側前頭前野において

賦活が減衰を示すという結果であった。 

 

 統合失調症における実行機能の低下と、自

我機能の過敏に対応する可能性が考えられ

た。また、発話／聴取相に応じた賦活の変動

が明瞭でなく、情報の受信・送信の切替え機

能が十分でない可能性が考えられた。この会

話による NIRS データは、ほとんどのチャン

ネルにおいて言語流暢性課題における NIRS

データとは相関を示さなかった。 

 

統合失調症群において、この会話による賦活

は課題における会話の量や質、抗精神病薬服

薬量とは関係せず、PANSS で評価した陰性症

状（N 得点）と右半球の下前頭部と左半球の

上中側頭部において負の相関を認めた。 

 

(3) 自由な会話における対人関係の脳機能 

 

 上記の検討を発展させ、会話を行っている

2 名の脳機能を同時に測定し、その関係を検

討する試みを行った。初対面の被検者ペア 7

組について、上記と同じ 15 秒交代の 180 秒

間の会話課題（制約会話）と、そうした制約

のない自由な会話（自由会話）の 2 課題を実

施し、その最中の脳活動を NIRS で検討した。 

 いずれの課題においても、前頭部から側頭

部にかけての広い範囲で賦活が認められた

が、自由会話（黒線）では 180 秒の課題区間

の後半で賦活が小さくなっていくのに対し

て、制約会話（赤線）ではそうした傾向が目

立たたなかった。これは、制約会話において

15 秒交代という不自然な会話を継続するた

めに、意識的な努力を必要としたことを反映

した結果と考えられた。 

 

 会話を行った 2 名のペアの脳賦活の関係を

波形相関として検討すると、制約会話では広

い範囲で正の相関を認めたのに対して、自由

会話ではそうした正の相関のなかで右半球

の背外側前頭前野では相関は負であった。制

約会話における広い範囲の正の相関は、不自

然な会話を継続するために 2 名の被検者の脳

賦活が同期していたことを示唆すると考え

られる。これに対して自由会話での負の相関

は、場の雰囲気にもとづいて自然に話し手と

聞き手という役割分担とその交代ができた

こと、そうした場の雰囲気や役割分担を右背

外側前頭前野が担っていることを示唆する

と考えらえられた。 



 

 

このようにして、自然な姿勢で会話を行っ

ている最中の脳活動を捉え、しかも 2 名の脳

機能の関連を検討することで、対人関係の脳

機能を明らかにすることができることが示

唆された。 
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